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（左から）清水薫さん、勝野則男さん、山本勉さん、小林正芳さん、山﨑保好さん、甕聖章さん、矢口新平さん、
　　　　  縣美智子さん、佐藤豊さん、竹内宗彦さん（竹内絃喜さん代理）

　11 月８日、交流センターかえでで令和７年度池田町功績者表彰・技能功労者褒賞式典を開催しました。
　式典では、町の発展に尽くされた功績者および多年にわたる技術の向上や後継者の育成など業界の発展
に寄与した技能功労者、あわせて 10 人の方を表彰し、その功績を称えました。

　11 月８日、交流センターかえでで令和７年度池田町功績者表彰・技能功労者褒賞式典を開催しました。

   

甕
　
聖
章 

さ
ん

　

町
議
会
議
員
と
し
て
14
年
、
町
長
と
し
て

８
年
在
職
し
、
町
の
発
展
と
住
民
福
祉
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

   

矢
口
　
新
平 

さ
ん

　

町
議
会
議
員
と
し
て
12
年
在
職
し
、
議
会

議
長
な
ど
を
務
め
、
地
方
自
治
の
振
興
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

   

縣
　
美
智
子 

さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
地
域
学
校
協
働
活
動
の
パ

ン
作
り
ク
ラ
ブ
の
講
師
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

   
佐
藤
　
豊 

さ
ん

　

池
田
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
長
と
し
て
12
年
間

に
わ
た
り
、
当
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
発
展

に
尽
力
さ
れ
、
池
田
町
野
球
連
盟
の
会
長
も

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

   

竹
内
　
絃
喜 

さ
ん

　

第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
空
手
道
競

技
成
年
男
子
組
手
個
人
中
量
級
で
初
優
勝

し
、
長
野
県
勢
で
は
25
年
ぶ
り
の
快
挙
を
成

し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

   

山
﨑
　
保
好 

さ
ん

　

昭
和
44
年
か
ら
左
官
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
後
進
の

育
成
に
努
め
ら
れ
た
ほ
か
、
職
業
訓
練
指
導
員
と
し

て
も
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

   

小
林
　
正
芳 

さ
ん

　

昭
和
62
年
に
小
林
建
築
設
計
事
務
所
を
開
業
し
、

数
々
の
設
計
監
理
業
務
に
携
わ
り
つ
つ
、
県
建
築
士

事
務
所
協
会
大
北
支
部
理
事
な
ど
と
し
て
、
業
界
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

   

山
本
　
勉 

さ
ん

　

昭
和
53
年
か
ら
歯
科
技
工
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

昭
和
63
年
に
は
デ
ン
タ
ル
ア
ー
ト
山
本
を
開
業
し
、

若
手
の
技
術
指
導
等
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

   

勝
野
　
則
男 

さ
ん

　

昭
和
55
年
か
ら
歯
科
技
工
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

昭
和
62
年
に
デ
ン
タ
ル
ク
ラ
フ
ト
を
開
業
、
の
ち
に

法
人
化
し
多
く
の
歯
科
技
工
士
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

   

清
水
　
薫 

さ
ん

　

昭
和
58
年
か
ら
清
水
理
容
店
（
現
：
清
水
理
美
容

院
）
で
理
容
師
と
し
て
活
躍
す
る
傍
ら
、
大
北
理
容

師
会
の
役
員
と
し
て
若
手
の
技
術
指
導
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
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竹内選手は、小さい頃から蹴りが得意竹内選手は、小さい頃から蹴りが得意

　

竹
内
絃
喜 

選
手
（
滝
沢
出
身
）
は
、
第
79
回
滋
賀
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
空
手
道
競
技
に
長
野
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
成

年
男
子
組
手
中
量
級
で
、
得
意
の
蹴
り
技
を
中
心
に
試
合
を
組

み
立
て
、
決
勝
で
は
前
年
優
勝
者
で
初
対
戦
と
な
る
佐
賀
県
の

代
表
選
手
を
破
り
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
10
月
５
日
に
滋
賀
県
大
津
市
の
ウ
カ
ル
ち
ゃ
ん
ア

リ
ー
ナ
県
立
体
育
館
で
行
わ
れ
、
成
年
男
子
組
手
個
人
の
中
量

級
に
は
各
都
道
府
県
代
表
の
選
手
47
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

大会の様子は大会の様子は
コチラコチラ

▲▲

　令和 10 年度に長野県で開催される国民スポーツ大会
に向けて頑張りたい。また、将来は高校の体育教諭を目
指しており、空手道場などで空手に携わっていきたい。

将来（今後）について将来（今後）について

　大会前からコンディションが良くなかったが、勝ち進
むにつれて、決勝には行きたい、負けたくないという思
いが強くなり、調子が出てきた。

　空手のおかげで人間として成長することができた。
ここまで情熱を注げるものに出会えて良かった。

竹内選手にとって空手とは竹内選手にとって空手とは

大会を振り返って大会を振り返って

国民スポーツ大会 優勝おめでとう！竹内 絃喜 選手
げんき
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除雪除雪にご協力をお願いしますにご協力をお願いします
　

雪
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
冬
期
間
の
安
全
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
主
要
道
路
を
中
心
に
除

雪
や
融
雪
剤
の
散
布
を
行
い
ま
す
。

「
地
域
ぐ
る
み
」
で
の
除
雪
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

積
雪
お
お
む
ね
10
㎝
以
上
で
、
さ
ら
に
降
雪
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
と
き
を
目
安

と
し
て
、
委
託
を
受
け
た
除
雪
委
託
契
約
者
が
出
動
し
、
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
豪
雪
（
積
雪
量
お
お
む
ね
40
㎝
以
上
）
と
な
っ
た
場
合
は
、
池
田
町
豪
雪

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、
各
地
区
防
災
会
長
と
連
携

し
な
が
ら
町
民
総
出
に
よ
る
除
雪
を
行
い
ま
す
。

▽
寄
せ
ら
れ
た
雪
の
除
雪
に
ご
協
力
を

　

除
雪
作
業
は
、
道
路
上
の
雪
を
道
路
端
へ
寄
せ
る
作
業
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
な
ど
に
雪
が
寄
せ
ら
れ
て
残
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
寄
せ
ら
れ
た
雪
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
路
上
駐
車
を
し
な
い

　

除
雪
作
業
の
支
障
に
な
る
ほ
か
、
事
故
の
発
生
原
因
や
緊
急
車
両
の
活
動
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
。

▽
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い

　

事
故
防
止
の
た
め
、
作
業
中
の
除
雪
車
へ
の
接
近
や
、
無
理
な
追
い
越
し
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
道
路
や
水
路
に
雪
を
捨
て
な
い

　

雪
を
道
路
に
出
す
と
、
圧
雪
に
よ
る
凹
凸
や
凍
結
に
よ
っ
て
、
事
故
の
発
生
原

因
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
路
に
流
す
と
、
詰
ま
っ
て
川
が
溢
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▽
危
険
箇
所
に
は
目
印
を

　

構
造
物
な
ど
が
雪
に
隠
れ
て
し
ま
い
、
除
雪
作
業
中
見
落
と
し
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
危
険
箇
所
は
、
あ
ら
か
じ
め
竹
ざ
お
を
立
て
る
な
ど

目
印
を
設
置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
主
的
な
排
雪
に
備
え
て
、
雪
捨
場
を
確
保
し
ま
す
。

　

雪
捨
場
に
は
、
砂
利
な
ど
が
混
入
し
た
雪
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

道
路
や
歩
道
へ
散
布
が
必
要
な
場
合
は
、
融
雪
剤
を
支
給
し
ま
す
。

　

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
が
、
降
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は

出
勤
、
通
学
時
に
終
わ
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
順
次
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

県
道　

大
町
建
設
事
務
所
維
持
管
理
課　

維
持
係　

℡
（
２
２
）
５
１
１
１

　

町
道　

建
設
水
道
課　

建
設
係　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
１
３
０

　

除
雪
基
準

　

除
雪
基
準

　

除
雪
作
業
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

　

除
雪
作
業
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

　

雪
捨
場
の
ご
案
内

　

雪
捨
場
の
ご
案
内

　

除

　

除
雪
作
業
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

雪
作
業
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

融

　

融
雪
剤
の
支
給
に
つ
い
て

雪
剤
の
支
給
に
つ
い
て

広報いけだ 4



水道管水道管のの凍結凍結にご注意くださいにご注意ください

・屋外の立ち上がりに電熱帯を巻き、上から保温テープを巻きます。プラグの差し忘
れにご注意ください。

・凍結防止帯には寿命があるので、シーズン前に点検することをおすすめします。

・停電などにより凍結防止帯が作動しないときや、長期間家を留守にするときは不凍
栓を閉めることで水道管内の水を抜くことができます。寒波の前には不凍栓を閉め、蛇口をわずかに開い
て水抜きをしましょう。

※不凍栓を操作するときは、必ず全開もしくは全閉にしてください。中途半端に閉まった状態では水抜き穴
から常時水が抜けてしまい、漏水と同じ状態になってしまいます。

・冬期はメーターボックスの中に発泡スチロールを入れたビニール袋などの保温材を入れると凍結防止の効
果があります。ただし、メーター検針の妨げにならないようメーターが見える状態にしてください。

・少しでも早く水を使いたいというときは、水道管や蛇口にタオルをかぶせ、上
からゆっくりとぬるま湯をかけてとかします。それでも水が出ない場合は池田
町指定工事店にご相談ください。

※熱湯をかけると器具が傷み破裂する恐れがあるので、お控えください。

・不凍栓や止水栓を閉めて水を止めてください。不凍栓や止水栓の場所がわから
ないときは、破裂したところに布やテープを巻き応急処置をしてから、池田町
指定工事店か機器を購入したお店に修理を依頼してください。

・雪が降った後はメーターボックス周辺を除雪し、水道検針ができるようご協力をお願いします。

【問合せ先】建設水道課　水道係　℡（６２）３１３０

　○凍結防止帯　○凍結防止帯

水道管の凍結を防ぐには…水道管の凍結を防ぐには…

　○不凍栓（水抜きバルブ）　○不凍栓（水抜きバルブ）

　○メーターボックス内の保温　○メーターボックス内の保温

こんなときは…こんなときは…

　○水道が凍り、水が出ない　○水道が凍り、水が出ない

　○水道管が破裂、ガス給湯器などから水が漏れている　○水道管が破裂、ガス給湯器などから水が漏れている

メーターボックス周辺の除雪にご協力くださいメーターボックス周辺の除雪にご協力ください

　外気温が氷点下になると水道管の中の水が凍結し蛇口から水が出なくなり、また水道管が破裂するおそれ
があります。思わぬ出費を防ぐためにも、気温が低くなることが予測される場合はしっかりと対策をして凍
結防止に備えましょう。
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◆
「
が
ん
」
は
ど
れ
く
ら
い
の
人
が

　

な
る
の
？

　

日
本
人
が
一
生
の
う
ち
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
確

率
は
２
人
に
１
人
と
言
わ
れ
て
お
り
、
が
ん
で
死
亡

す
る
確
率
は
男
性
４
人
に
１
人
、
女
性
６
人
に
１
人

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
池
田
町
民
の
死
亡
原
因
を
見

る
と
４
人
に
１
人
は
が
ん
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
65
歳
以
下
の
死
亡
原
因
の
約
４
割
は
が
ん
で

す
。

◆
ど
こ
の
部
位
の
が
ん
が
多
い
の
？

　

部
位
別
の
順
位
は
【
表
１
】
の
と
お
り
で
す
。

◆
症
状
が
で
て
か
ら
検
査
す
る
の
は

　

遅
い
の
？

　

が
ん
の
恐
ろ
し
さ
は
、
初
期
に
ほ
と
ん
ど
自
覚
症

状
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
症
状
が
で
て
い
る
状

態
だ
と
、
す
で
に
が
ん
が
進
行
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

◆
早
期
発
見
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　

症
状
が
出
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
る
早
期
に
発
見

さ
れ
れ
ば
、
が
ん
の
５
年
相
対
生
存
率
は
約
９
割
以

上
と
高
く
な
り
ま
す
【
表
２
】
。
ま
た
、
治
療
費
や

時
間
な
ど
負
担
も
軽
く
な
り
ま
す
。
症
状
が
出
る
前

に
発
見
す
る
た
め
に
も
、
定
期
的
に
継
続
し
て
が
ん

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

な
お
、
精
密
検
査
が
必
要
と
言
わ
れ
た
ら
早
め
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
町
で
受
け
ら
れ
る
が
ん
検
診
は

　

何
が
あ
る
の
？

　

国
で
推
奨
し
て
い
る
５
大
が
ん
と
前
立
腺
が
ん
を

行
っ
て
い
ま
す
【
表
３
】
。

◆
町
の
が
ん
検
診
の
申
込
方
法
は
？

　

12
月
上
旬
に
令
和
８
年
度
の
検
診
申
込
書
（
池
田

町
集
団
検
診
）
を
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。
内

容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
（
職
場
の
健
診
で
が
ん
検
診
を
受
け

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

【
問
合
せ
先
】
健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

がん検診を受けてみませんかがん検診を受けてみませんか
～町のがん検診の申し込みは12月19日（金）までです～

【表１】がん罹患数　順位【表１】がん罹患数　順位

国立がん研究センター　がん統計国立がん研究センター　がん統計

【表２】がんの５年相対生存率【表２】がんの５年相対生存率

国立がん研究センター「がんの統計 2025」国立がん研究センター「がんの統計 2025」

【表３】町で実施しているがん検診（集団健診）【表３】町で実施しているがん検診（集団健診）

※
５
年
相
対
生
存
率
と
は

※
５
年
相
対
生
存
率
と
は

が
ん
な
ど
の
診
断
か
ら
５
年
後
に
生
存
し
て
い
る

が
ん
な
ど
の
診
断
か
ら
５
年
後
に
生
存
し
て
い
る

人
の
割
合
を
表
す
指
標
の
ひ
と
つ

人
の
割
合
を
表
す
指
標
の
ひ
と
つ
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地球温暖化防止　経費削減のため　地球温暖化防止　経費削減のため　
もえるごみ 50％削減を目指しましょうもえるごみ 50％削減を目指しましょう

　

町
内
で
収
集
さ
れ
た
資
源
物
は
、
G
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
一
時
保
管
さ
れ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
物
リ
サ

イ
ク
ル
業
者
へ
運
搬
さ
れ
、
新
た
な
資
源
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
今
回
は
、
再
商
品
化
す
る
ま
で
の
過
程

を
紹
介
し
ま
す
。

　

近
頃
、
陸
郷
・
田
ノ
入
地
区
に
お
い
て
、
不
法
投

棄
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
投
棄
物
の
中
に
は
、
大
量

の
枝
や
葉
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
枝
や
葉
も
不
法
投
棄
に
な
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
厳
し
い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
町
と
環
境
を
守
る
た
め
、
不
法
投
棄
は

絶
対
に
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

                

【
問
合
せ
先
】
住
民
課　

環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

ビン類ビン類 丸硝㈱丸硝㈱ 破砕後破砕後

新聞・雑誌新聞・雑誌 王子マテリア㈱王子マテリア㈱ 溶解後溶解後

ペットボトルペットボトル ジャパンテック㈱ジャパンテック㈱ 破砕後破砕後

資資
源
物
の
行
方
に
つ
い
て

源
物
の
行
方
に
つ
い
て

不不
法
投
棄
が

法
投
棄
が

各各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す

地
で
発
生
し
て
い
ま
す

広報いけだ 7



　

10
月
12
日
に
町
民
球
技
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
晴
天

に
も
恵
ま
れ
、
選
手
だ
け
で
な
く
、
応
援
の
方
々
の
熱
気

も
相
ま
っ
て
各
競
技
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

各
競
技
の
優
勝
チ
ー
ム
次
の
と
お
り
で
す
。

・
野
球

　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　
　
　

渋
田
見

　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　
　
　

滝
沢

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
　

林
中

・
卓
球　
　
　
　
　
　

二
丁
目

・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ　

吾
妻
町

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　
　

中
島

○
谷
口　

達
哉
さ
ん
（
松
本
工
高
）

《
参
加
大
会
》
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
自
転
車
競
技
大
会

《
結
果
》
個
人
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス　
　

予
選
敗
退

　
　
　
　

個
人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
決
勝　

48
位

《
感
想
》
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
は
全
国
大
会
で
初
め
て
完
走

す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
８
月
の
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
で
は
怪
我
を
し
て
し
ま
い
、
ほ
と
ん
ど
練
習
が

で
き
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
良
い
結
果
を
出
せ
た

と
思
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
総
合
体
育
館　

℡
（
６
２
）
７
６
５
４

　

池
田
町
み
ん
な
の
文
化
祭
の
作
品
展
示
を

10
月
24
日
〜
26
日
に
、
芸
能
発
表
を
11
月
２

日
に
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

作
品
展
示
で
は
、
絵
画
や
書
道
、
工
芸
な

ど
約
９
０
０
点
の

展
示
を
行
い
、
芸

能
発
表
で
は
、
個

人
や
団
体
18
組
の

皆
さ
ん
に
日
頃
の

活
動
の
成
果
を
発

表
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
０
５
８

令
和
７
年
度　

第

令
和
７
年
度　

第
1616
回回

池
田
町
み
ん
な
の
文
化
祭

池
田
町
み
ん
な
の
文
化
祭

町
民
球
技
大
会

町
民
球
技
大
会

全
国
大
会
出
場
選
手
の
声

全
国
大
会
出
場
選
手
の
声

▲バレーボールの部

池田町メール配信サービスにご登録ください
ご登録いただけると気象・地震・防災・防犯・有害鳥獣
などの情報が携帯電話やパソコンに送信されます。

こちらのＱＲコードを読み取り、空メールをお送りください。ＱＲコードの読取が
できない方は「t-nagano-ikeda@sg-p.jp」宛に空メールをお送りください。

◀登録は
　こちらから

【問合せ先】総務課   総務係　℡ 62-3131

公
民
館
か
ら

公
民
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら
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☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆ 12月の休館日　１・８・15・22・26 ～ 31 日
　　  　　　 （26日から１月４日まで年末年始休館です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

「謎に眠い」を解きほぐす
眠気の悩みをあきらめないセルフケア

100にんのサンタクロースの
12かげつこだま標本箱

谷  瑞恵  著
徳間書店  刊

　古くからの言い伝えを調
べる伝説収集家との出会い
が、大切な人を失った百絵
の未来を変えていく。奇跡に
満ちた救いの物語が、あな
たの心にこだまします。

菅原  洋平  著
オーム社  刊

　起きていなきゃいけないの
に、やたら眠たい。眠くならな
いように睡眠時間を延ばした
いけどなかなか難しい。眠気
の悩みを解きほぐす方法が、
きっと見つかります。

谷口  智則  作・絵 
文溪堂  刊

　ここは、100 人のサンタク
ロースが住む町。サンタた
ちは、楽しく過ごしながらク
リスマスの準備をします。と
ころが、ひとりのサンタが…。

その他の新着書
火星の女王　　　　　　小川哲
吾も老の花　　　　阿川佐和子
うまれたての星　　大島真寿美
少弐　　　　　　　　帚木蓬生
ウロボロスの環　　小池真理子
くっつきました　　　高畠那生
そらのにじいろ　　荒木健太郎
クリスマスバス　藤本ともひこ

円ドル戦争 40 年秘史　　   河浪武史
すっきり自力整体　　　 矢上真理恵
江戸商い解剖図鑑　　　 菊池ひと美
大谷のバットはいくら？ 　　熊崎敬
ナモナキ生活はつづく　 寺地はるな
きみが知ってる恐竜のこと、ぜんぶ
まちがい !?　 ニック・クランプトン
ぼくはうんのいいねこ　 池田あきこ
よるのまちはピカピカチカチカ
　　　　　　　　　　　　　 鎌田歩

日時：12月20日（土）
①午前10時～　②午前11時～   各30分
※同じ内容の予定です
会場：キッズルーム
☆クリスマスのおはなしをたくさ

ん用意して待ってます‼ご家族
でおでかけくださいね。

クリスマスのクリスマスの
おはなしでてこ～い !!おはなしでてこ～い !!

11 ８ ９

たくさんの
ご参加
ありがとう
ございました!

▲絵本作家 まるやまあやこさんと
「たんぽぽのふね」をつくろう！
カラフルに塗った、たくさんの動物た
ちが「たんぽぽのふね」にのりました！
完成した「たんぽぽのふね」は絵本の
へやに飾ってあるので、みんな見に来
てね～！

▲本のリサイクル広場
みなさん、いい本に巡りあえました
か？
たくさんのリサイクル本をご提供い
ただき、ありがとうございました。

▲「ぞうさん」
お絵かき展示
たくさんのお子さんが、
頑張って描いてくれまし
たよ！

クラフト講座

▲

「羊毛ボールを
 作ろう」
チクチクコロコロし
て、かわいいボール
ができました！

ミニクラフト  パクパクをつくろう▲

広報いけだ 9



【
問
合
せ
先
】北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

長
野
県
立
美
術
館
か
ら
、
中
信
地
方
ゆ
か
り
の
作

家
の
作
品
や
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
・
山
麓
の
風
景

を
描
い
た
作
品
を
借
り
受
け
、
当
館
収
蔵
作
品
と
併

せ
、
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
当
館
か
ら
の
眺
望
と
著

名
な
作
者
の
名
品
の
数
々
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
安
曇
野
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
企
画
展
『
黄
金

崎
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
ガ
ラ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
収
蔵

作
品
展
』
も
開
催
中
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
冬
期
休
館
の
お
知
ら
せ
】

　

12
月
11
日
（
木
）
〜
２
月
末
ま
で

　

簡
化
二
十
四
式
太
極
拳
を
基
本
と
し
た
呼

吸
で
心
身
共
に
鍛
え
ま
し
ょ
う

《
日
時
》
12
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

《
参
加
費
》
７
０
０
円

《
定
員
》
20
人

《
持
ち
物
》
飲
み
物

　

月
毎
決
め
た
テ
ー
マ
で
の
身
体
作
り
を

し
、
心
を
癒
し
ま
し
ょ
う

《
日
時
》
12
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

《
参
加
費
》
７
０
０
円

《
定
員
》
20
人

《
持
ち
物
》
飲
み
物
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

　

日
頃
の
成
果
を
ご
家
族
や
お
友
達
に
聴
い

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

《
開
催
日
時
》

　

令
和
８
年
２
月
14
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
（
予
定
）

　

参
加
希
望
の
方
は
、
令
和
８
年
１
月
９
日

（
金
）
午
前
９
時
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す

の
で
、
創
造
館
ま
た
は
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え

で
に
設
置
の
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
の
上
、
創
造

館
へ
電
話
に
て
エ
ン
ト
リ
ー
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
手
続
き
終
了
後
、
募
集
要
項

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
創
造
館
へ
お
持
ち

い
た
だ
く
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

12
月
23
日
（
火
）
、
24
日
（
水
）
は
工
事

に
よ
る
停
電
の
た
め
、
休
館
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
先
】

　

池
田
町
創
造
館　

℡
（
６
２
）
６
０
６
５

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

（
月
曜
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
休
館
）

太
極
拳
教
室

太
極
拳
教
室

ヨ
ガ
教
室

ヨ
ガ
教
室

「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・

「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・

      

バ
レ
ン
タ
イ
ン
公
募
演
奏
会
」

バ
レ
ン
タ
イ
ン
公
募
演
奏
会
」

創
造
館
だ
よ
り

創
造
館
だ
よ
り

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館　

長
野
県
立
美
術
館
交
流
名
品
展

『
中
信
ゆ
か
り
の
芸
術
家
と

　

北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
・
山
麓
風
景
画
展
』
開
催
中
！

12
月
10
日
（
水
）
ま
で

矢崎重信
《『信濃の子供』原画６ 安曇野の田植》
1943 年（長野県立美術館）

《
会　
　

期
》　

11
月
１
日
（
土
）
〜
12
月
10
日
（
水
）

《
休
館
日
》　

月
曜
日

　
　
　
　
　
　
（
月
曜
祝
日
の
場
合
、翌
火
曜
休
館
）

《
開
館
時
間
》　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　

      

（
最
終
入
館
午
後
４
時
30
分
）

《
会　
　

場
》　

企
画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》　

一　

般　

６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　

高
大
生　

４
５
０
円（
３
５
０
円
）

　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　
　

※（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
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11
月
１
日
、
あ
づ
み
野
い
け
だ
ま
ち
ワ
イ
ン

ま
つ
り
２
０
２
５
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
来

場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
ま
た
ご
出
店
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
池
田
町
産
の
ブ
ド
ウ
を
使
用
し

た
ワ
イ
ン
が
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。
今
の
池
田
町
の
気
候
や
地
形
、
地
質
が
ブ

ド
ウ
に
適
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
優
れ
た
技

術
を
持
っ
た
生
産
者
や
醸
造
家
の
方
々
が
携
わ

っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
結
果
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
実
際
飲
ん
で
も
、
私
好
み
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
の
あ
る
ワ
イ
ン
だ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
賞
に
関
係
な
く
ど
れ
も
と
て
も
美
味
し
く

て
、
つ
い
す
ぐ
に
飲
み
切
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
こ
の
よ
う
な
美
味
し
い
ワ
イ
ン
を

作
る
素
晴
ら
し
い
環
境
や
人
々
に
恵
ま
れ
た
町

に
住
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
ワ
イ
ン
に
つ
い
て

詳
し
く
知
り
た
い
。
そ
れ
に
、
町
で
ワ
イ
ン
ま

つ
り
と
い
う
も
の
を
開
催
す
る
以
上
は
職
員
と

し
て
も
ワ
イ
ン
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
ほ
う
が

い
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
で
今
年
度
は
ワ
イ

ン
ま
つ
り
前
に
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
学
ぶ
講
習
会

を
職
員
向
け
に
５
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
ソ
ム
リ
エ
の
方
や
町
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
方
に
講
師
を
し
て
い
た
だ
き
、
ワ
イ
ン

の
ご
く
ご
く
初
歩
的
な
知
識
か
ら
ワ
イ
ン
の
開

封
の
仕
方
や
注
ぎ
方
、
楽
し
み
方
、
そ
し
て
町

内
の
各
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ワ
イ
ン
の
特
徴
、
こ
だ

わ
り
、
な
ど
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

ワ
イ
ン
ま
つ
り
で
来
場
者
が
ワ
イ
ン
を
購
入

さ
れ
る
際
、
こ
の
講
習
会
で
学
ん
だ
成
果
を
多

少
な
り
と
も
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
少
し
は

お
役
に
立
て
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

須
賀
井
加
奈

須
賀
井
加
奈

振
興
課

振
興
課

農
政
係

農
政
係

ワ
イ
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

ワ
イ
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

№ 120

【
問
合
せ
先
】総
務
課  

移
住
定
住
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１
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浅原六朗文学記念館だより
　

「
て
る
て
る
坊
主
」
の
作
詞
者
・
浅
原
六
朗
を
偲
び
、
記
念
館
で
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
や
賛
美
歌
な
ど
を
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
い
つ
も
は
記
念
館
内
に
展
示
し
て
い
る
浅
原
文
庫
の
本
を
手
に
と
っ
て

見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
一
般
公
開
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

○
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

《
日
時
》
12
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

《
会
場
》
浅
原
六
朗
文
学
記
念
館　

《
伴
奏
と
歌
》
ザ
・
ア
ズ
マ
チ
ョ
ー
ズ
、
ウ
ド
ミ
ン
ト

○
浅
原
文
庫
の
公
開

《
期
間
》
12
月
14
日
（
日
）
〜
21
日
（
日
）

　
　
　
　

※ 

月
曜
休
館

《
時
間
》
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

詩
、
短
歌
、
俳
句
を
創
作
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
思
い
つ
く
ま
ま
に
俳
句
は
五
・

七
・
五
、
短
歌
は
五
・
七
・
五
・
七
・
七
に
言
葉
を
あ
て
は
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

浅
原
六
朗
は
季
語
に
こ
だ
わ
ら
な
い
俳
句
も
つ
く
り
ま
し
た
。
自
由
な
俳
句
も
ぜ

ひ
ど
う
ぞ
。
つ
く
っ
て
み
る
と
、
ま
す
ま
す
興
味
が
わ
い
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

応
募
作
品
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
と
浅
原
六
朗
文
学
記
念
館
に
掲
示
予
定

で
す
。

《
募
集
内
容
》
詩
、
短
歌
、
俳
句
の
い
ず
れ
か
一
人
一
作
品　

《
募
集
期
間
》
令
和
８
年
１
月
６
日
（
火
）
〜
25
日
（
日
）

　

詳
し
く
は
、
募
集
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

チ
ラ
シ
は
、
記
念
館
、
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
、
図
書
館
に
配
置
し
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。 

【
問
合
せ
先
】
教
育
委
員
会　

℡
（
６
１
） 

１
４
３
０

浅
原
六
朗
を
偲
ぶ
事
業

浅
原
六
朗
を
偲
ぶ
事
業

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
「
賛
美
歌
を
歌
う
集
い
」
と
浅
原
文
庫
を
公
開

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
「
賛
美
歌
を
歌
う
集
い
」
と
浅
原
文
庫
を
公
開

「
子
ど
も
・
大
人
が
つ
く
る
詩
・
短
歌
・
俳
句
」
を
募
集

「
子
ど
も
・
大
人
が
つ
く
る
詩
・
短
歌
・
俳
句
」
を
募
集

　

今
年
も
町
で
は
「
第
25
回
ふ
る
さ
と

Ｃ
Ｍ
大
賞
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
に
応
募
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
４
月
に
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷
内
に
開
所
し
た

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
こ
ま
る
」

が
テ
ー
マ
で
、
作
品
名
は
【
み
〜
ん
な

〝
に
こ
に
こ
〞
】
子
ど
も
も
大
人
も
お

年
寄
り
も
、
み
ん
な
が
一
緒
に
楽
し
く

関
わ
り
合
う
様
子
を
映
し
た
温
か
い
作

品
に
仕
上
が
り
ま
し

た
。

　

残
念
な
が
ら
最
終
審

査
会
へ
の
進
出
と
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ー
ン
で
活
用
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

撮
影
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

６
年
連
続
入
賞
な
ら
ず

６
年
連
続
入
賞
な
ら
ず

作品はコチラからご覧いただけます。
ＵＲＬ：https://www.abn-tv.co.jp/
cm-nagano/cm2025/204811_1/

　

い
け
だ
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
く
わ
の
木
に
通

所
す
る
西
澤
米
男
さ
ん
（
吾
妻
町
）
は
、
「
第

28
回
長
野
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
際
in
な
が

の
」
の
手
芸
部
門
に
出
展
し
た
「
さ
を
り
織
り

マ
フ
ラ
ー
」
が
最
優
秀
賞
と
な
る
県
知
事
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
作
品
は
、
紺
色
や
青
色
の
糸
に
白

い
糸
を
組
み
合
わ
せ
模
様
を
織
り
あ
げ
た
マ
フ

ラ
ー
で
、
長
さ
は
１
・
６
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ

り
、
色
の
置
き
方
を
考
え
な
が
ら
１
ヵ
月
ほ
ど

か
け
て
制
作
し
た
そ
う
で
す
。

　

な
お
、
他
の
作
品
は
池
田
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷
内
く
わ
の
木
で
販
売
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
池
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
９
５
４
４

昨年の会場風景昨年の会場風景

さをり織りさをり織りでで県知事賞受賞県知事賞受賞
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10
月
８
日
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
（
町
共

催
）
「
は
つ
ら
つ
ス
ポ
ー
ツ
祭
」
を
、
総
合
体
育
館

で
加
盟
７
ク
ラ
ブ
参
加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
も
っ
と
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
要
望
に

応
え
、
風
船
を
使
っ
た
リ
レ
ー
な
ど
２
種
目
を
新
た

に
追
加
し
、
「
や
っ
て
楽
し
い
、
見
て
も
楽
し
い
」

５
種
目
を
行
い
ま
し
た
。

　

始
め
は
少
し
静
か
に
感
じ
ら
れ
た
会
場
内
も
、
競

技
が
進
む
に
つ
れ
、

大
き
な
声
援
や
笑
い

声
が
聞
こ
え
る
よ
う

に
な
り
、
会
場
一
体

が
熱
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

「
疲
れ
た
が
楽
し

か
っ
た
。
久
し
ぶ
り

に
み
ん
な
で
笑
っ

た
」
「
普
段
静
か
な

人
の
意
外
な
一
面
が

見
れ
た
」
な
ど
の
声

も
聞
か
れ
、
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
が
、
地
域

の
仲
間
と
の
絆
を
深

め
合
う
ひ
と
と
き
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
福
祉
課　

福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

陸
郷
自
治
会
で
は
、
10
月
11
日
に
桜
の
名
所

「
桜
お
う
せ
ん
き
ょ
う

仙
峡
」
の
駐
車
場
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

整
備
は
「
池
田
町
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

補
助
金
」
を
活
用
し
て
、
全
部
で
５
カ
所
あ
る

駐
車
場
の
草
刈
り
や
、
く
ぼ
み
が
で
き
て
し

ま
っ
た
と
こ
ろ
と
雨
が
降
る
と
ぬ
か
る
ん
で
し

ま
う
と
こ
ろ
を
中
心
に
砕
石
を
敷
く
作
業
を
行

い
ま
し
た
。　

桜の名所　桜仙峡

　

池
田
町
更
生
保
護
女
性
会
か
ら
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
「
に
こ
ま
る
」

に
遊
具
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
10

月
21
日
に
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
遊
具
は
池
田
町
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷
の
中
庭
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
小
さ
い
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

健
康
福
祉
課

　
　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

親
睦
深
ま
る
！

親
睦
深
ま
る
！

は
つ
ら
つ
ス
ポ
ー
ツ
祭
開
催

は
つ
ら
つ
ス
ポ
ー
ツ
祭
開
催

▲新種目の風船リレー▲好評の玉入れ

　

陸
郷
自
治
会
で
は
、
公
益
財
団
法
人
長

野
県
市
町
村
振
興
協
会
の
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
で
あ
る
「
地
域
活
動
助
成

事
業
」
を
活
用
し
て
、
陸
郷
地
区
の
祭
典

備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

陸
郷
自
治
会
で
は
今
後
、
整
備
し
た
品

を
活
用
し
て
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

に
こ
ま
る
に
遊
具
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

に
こ
ま
る
に
遊
具
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

地
域
活
動
助
成
事
業
に
よ
り

地
域
活
動
助
成
事
業
に
よ
り

　

陸
郷
地
区
の
祭
典
備
品
を
整
備

　

陸
郷
地
区
の
祭
典
備
品
を
整
備

観光シーズンに向けて観光シーズンに向けて
駐車場を整備駐車場を整備
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安 曇 養 護 学 校
　

10
月
10
・
11
日
の
２
日
間
、
安
曇
養
護
学
校
の
学
校

祭
「
第
38
回
と
ん
ぼ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
11
日
を
一
般
公
開
と
し
、
ご
家
族
や
同
窓

生
、
関
係
事
業
所
の
方
、
地
域
の
方
な
ど
、
多
く
の
方

に
来
校
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ　

ワ
ッ
シ
ョ

イ　

つ
な
が
る
笑
顔
」
で
す
。

　

初
日
の
開
祭
式
と
お
ま
つ
り
広
場
は
、
全
校
児
童
生

徒
が
体
育
館
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

開
祭
式
で
は
、
と
ん
ぼ
ま
つ
り
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
僕

ら
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」
を
歌
い
、
本
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
「
て
る
ち
ゃ
ん
」
と
「
あ
づ
よ
う
ラ
イ

ダ
ー
」
も
登
場
し
て
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

校
長
先
生
の
ギ
タ
ー
を
含

め
た
校
長
先
生
バ
ン
ド
の

演
奏
が
あ
り
、
さ
ら
に

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
。

　

お
ま
つ
り
広
場
は
、
高

等
部
の
迫
力
満
点
な
和
太

鼓
の
演
奏
か
ら
始
ま
り
、

小
学
部
の
か
わ
い
い
ダ
ン

ス
、
高
等
部
の
ト
ー
ン

チ
ャ
イ
ム
演
奏
で
心
が
癒

さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
の
訪
問
た
ん
ぽ
ぽ

部
は
、
ゆ
か
い
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
登
場
し
、
中
学

部
の
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
演

奏
は
、
リ
ズ
ム
感
ば
っ
ち

り
。
最
後
に
、
高
等
部
の

合
奏
と
ダ
ン
ス
で
、
自
然
と
体
が
動
き
、
み
ん
な
笑
顔

に
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
あ
い
に
く
の
雨
。
外
で
の
活
動
が
で
き

な
く
な
り
、
小
学
部
は
遊
び
の
活
動
が
で
き
ず
、
高
等

部
は
急
き
ょ
、
製
品
販
売
の
場
所
を
変
更
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
足
元
が
悪
い
中
で
も
、
多
く
の
方
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

訪
問
部
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
で
は
、
「
た
ん
ぽ
ぽ
ラ
ン
ド

ツ
ア
ー
へ
出
発
」
を
公
開
。
体
育
館
に
用
意
さ
れ
た
た

く
さ
ん
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
遊
ん
で
い
た
だ
き
、
子

ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。

　

中
学
部
、
高
等
部
、
あ
づ
み
野
分
教
室
は
、
製
品
の

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の

製
品
販
売
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
て
、
開
店
前
の
廊
下

は
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。
日
頃
、
生
徒
が
作
業
学

習
で
一
生
懸
命
に
作
っ
て
き
た
製
品
で
す
。
「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
」
と
大
き
な
声
で
呼
び
込
み
、
丁
寧
な
接

客
も
心
掛
け
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
と
っ
て
は
、
学
校
目
標
で
あ
る
「
じ
ぶ
ん

か
ら
、
じ
ぶ
ん
ら
し
く
、
と
も
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
取

り
組
み
が
で
き
た
と
ん
ぼ
ま
つ
り
で
し
た
。
今
回
お
越

し
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、
温
か
く
支
え
て
い
た
だ

き
感
謝
で
す
。

　

今
年
度
は
、
９
月
に
寄
宿
舎
の
夜
間
避
難
訓
練
が
あ

り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

良
い
点
や
課
題
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
学
校
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
く
機
会
を
設

け
、
安
曇
養
護
学
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

贈
答
品
を
贈
る
時
に
相
手
へ
の
心
遣
い
と
し
て
特
別

な
包
装
を
選
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
受
け
取
る
側
に

な
っ
て
み
る
と
過
剰
な
包
装
で
な
く
て
も
い
い
の
に
と

思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

年
末
は
贈
り
物
が
増
え
る
時
期
で
す
。
商
品
が
必
要

以
上
に
紙
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
等
で
包
ま
れ
て
い
る

「
過
剰
包
装
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
過
剰
包
装
で
な
く
て
も
思
い

は
伝
わ
り
ま
す
。
次
の
例
を
参
考
に
「
新
し
い
心
遣
い

包
装
」
を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
簡
易
包
装
を
選
ぶ

・
風
呂
敷
や
巾
着
、
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
再
利
用
で
き
る

包
装
に
す
る

・
環
境
に
配
慮
し
た
包
装
と
梱
包
を
選
ぶ

・
簡
易
包
装
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
添
え
る

・
贈
り
手
、
受
取
手
の
間
で
事
前
に
簡
易
包
装
へ
の
意

識
を
共
有
す
る

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
県　

環
境
部　

資
源
循
環
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
０
２
６
（
２
３
５
）
７
１
８
１

自
分
に
合
っ
た

自
分
に
合
っ
た

「
新
し
い
心
遣
い
包
装
」

「
新
し
い
心
遣
い
包
装
」

　

を
実
践
し
ま
せ
ん
か
？

　

を
実
践
し
ま
せ
ん
か
？
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《
池
田
町
選
》

う
め
も
ど
き
、
紫
式
部
そ
れ
ぞ
れ
に
実
の
色
付
き
て
秋
深
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

鈴
子
（
吾
妻
町
）

稲
刈
り
の
済
み
し
田
ん
ぼ
は
レ
ス
ト
ラ
ン
烏
、
雀
ら
食
事
の
最
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
沢　

初
恵（
十
日
市
場
）

お
前
達
こ
こ
ま
で
刈
れ
よ
と
言
う
よ
う
な
石
を
標

し
る
べ

に
畔
の
草
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綱
島
か
つ
江
（
二
丁
目
）

紅
葉
と
鱗
雲
と
に
囲
ま
れ
て
ゲ
レ
ン
デ
を
行
く
高
社
山
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
谷
留
美
子
（
滝　

沢
）

嫁
入
り
の
母
の
簞
笥
に
煙
草
の
葉
底
に
眠
り
ゐ
き
七
十
年
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　

恵
子
（
滝　

沢
）

一
枝
を
昨
日
も
ら
い
し
ほ
と
と
ぎ
す
皐
月
の
脇
の
土
に
あ
ず
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
瀬
や
よ
い
（
中
之
郷
）

朝
露
を
硯
に
落
と
し
ひ
さ
か
た
の
心
静
か
に
水す

み

え
墨
画
の
稽
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田
せ
つ
子
（
五
丁
目
）

一
輪
の
返
り
咲
き
た
る
黄
の
薔
薇
に
庭
も
こ
こ
ろ
も
明
る
む
師
走

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

栄
子
（
四
丁
目
）

「
や
っ
ぱ
り
ね
」
雲
の
下
よ
り
現
は
れ
し
北
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
は
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
澤　

夏
子
（
中
之
郷
）

消
火
栓
の
ニ
ッ
ト
の
帽
子
色
褪
せ
て
い
つ
頃
な
の
か
誰
被
せ
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
瀬
貴
江
子
（
四
丁
目
）

２月号掲載短歌募集

はがきまたはメールに作品１点
を記入し、12 月末までに投稿
してください。
作品には①住所（番地まで）②地
区名 ③氏名 ④電話番号 ⑤学校
名と学年（中学生以下の方）を
明記してください。
投稿作品の語句等の修正は原則
行いませんのでご了承くださ
い。投稿多数の場合は抽選によ
り掲載します。

■あて先
　〒 399-8696（住所不要）
　池田町　総務課総務係

℡ 62-3131
■メール
　soumu@town.ikeda.nagano.jp

　

冬
の
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
に
つ
れ
て
、
灯
油
ス

ト
ー
ブ
や
電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使

用
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
、
ス
ト
ー
ブ
が
原
因
と
な
る
住
宅
火
災
も
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
多
く
は
「
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
」
か
ら

起
こ
り
ま
す
。
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
、
今
一

度
ス
ト
ー
ブ
の
使
い
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

①
燃
料
の
補
給
は
必
ず
火
を
止
め
て
か
ら

　

給
油
中
の
火
災
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
消

火
・
冷
却
を
確
認
し
て
か
ら
給
油
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

②
誤
っ
た
燃
料
は
絶
対
に
使
用
し
な
い

　

灯
油
以
外
（
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
）
を
使
用
す
る
と

異
常
燃
焼
し
大
変
危
険
で
す
。
保
管
場
所
お
よ
び

容
器
を
分
か
り
や
す
く
区
別
す
る
な
ど
し
て
間
違

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
周
囲
に
可
燃
物
を
置
か
な
い

　

ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
洗
濯
物
を
乾
か
し
た
り
す

る
の
は
大
変
危
険
で
す
。
カ
ー
テ
ン
や
洗
濯
物
は

接
触
す
る
と
火
災
の
原
因
に
な
る
た
め
ス
ト
ー
ブ

の
近
く
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
就
寝
時
・
外
出
時
に
は
必
ず
電
源
を
オ
フ

　

無
人
状
態
で
の
使
用
は
火
災
の
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
の
で
必
ず
電
源
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

①
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
は
こ
ま
め
に
点
検

　

ホ
コ
リ
に
よ
る
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
火
災
（
コ
ン
セ

ン
ト
に
長
時
間
プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
だ
ま
ま
に
す

る
こ
と
で
プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト
の
間
に
た
ま
っ

た
ホ
コ
リ
が
湿
気
を
帯
び
、
電
気
の
火
花
に
よ
っ

て
発
火
す
る
火
災
）
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
こ
ま
め
に
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
電
源
コ
ー
ド
に
負
荷
を
か
け
な
い

　

コ
ー
ド
が
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
て
し
ま
う
と

断
線
・
発
熱
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
タ
コ
足
配
線

に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
密
閉
空
間
で
の
灯
油
ス
ト
ー
ブ
の
連
続

使
用
は
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

定
期
的
に
換
気
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
か
ら
火
の
元
の
確
認
を
習
慣
づ
け
て
安

心
・
安
全
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。　

【
問
合
せ
先
】

　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
南
部
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
０
１
１
９

寒
さ
対
策
に
火
の
用
心
を
忘
れ
ず
に
！

寒
さ
対
策
に
火
の
用
心
を
忘
れ
ず
に
！

灯
油
ス
ト
ー
ブ
使
用
時
の
注
意

灯
油
ス
ト
ー
ブ
使
用
時
の
注
意

電
気
ス
ト
ー
ブ
使
用
時
の
注
意

電
気
ス
ト
ー
ブ
使
用
時
の
注
意
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２
０
１
７
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞

に
よ
っ
て
「
体
内
時
計
」
と
い
う
言
葉
の
認

知
度
が
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
「
何
を
ど
れ

だ
け
食
べ
る
か
」
と
い
う
従
来
の
栄
養
学

に
、
「
い
つ
食
べ
る
か
」
と
い
う
人
間
が
も

つ
体
内
時
計
（
時
間
遺
伝
子
）
と
の
関
係
が

重
要
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

上
手
な
食
べ
方
の
法
則
を
学
び
、
健
康
的

な
食
生
活
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
み
ま
せ

ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

《
演
題
》

　

体
が
変
わ
る　

上
手
な
食
べ
方
の
法
則

　

〜
時
間
栄
養
学
か
ら
学
ぶ
〜

《
講
師
》

　

蒲か
ま
ち池　

桂け
い
こ子　

先
生

　

女
子
栄
養
大
学
栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
教
授

《
開
催
日
時
》

　

12
月
21
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

（
開
場　

午
後
１
時
）

《
サ
テ
ラ
イ
ト
開
場
》

　

池
田
町
交
流
セ
ン
タ
ー

　

か
え
で　
　

【
問
】
健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

が
ん
の
治
療
に
伴
う
外
見
の
変
化
を
補
う

た
め
、
助
成
の
対
象
と
な
る
補
装
具
を
購
入

し
た
方
に
対
し
、
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

※
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
と
は
、
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
に
お
い
て
定
義
さ

れ
た
造
語
で
、
「
医
学
的
・
整
容
的
・
心

理
社
会
的
支
援
を
用
い
て
、
外
見
の
変
化

を
補
完
し
、
外
見
の
変
化
に
起
因
す
る
が

ん
患
者
の
苦
痛
を
軽
減
す
る
ケ
ア
」

《
助
成
対
象
者
》

　

①
〜
③
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

①
令
和
７
年
２
月
１
日
以
降
に
、
対
象
と
な

る
補
装
具
を
購
入
さ
れ
た
方

②
申
請
日
に
池
田
町
に
住
所
を
有
す
る
方

③
が
ん
の
治
療
（
手
術
、
薬
物
治
療
等
）
を

過
去
に
受
け
た
方
、
ま
た
は
現
在
治
療
中

の
方

《
助
成
額
》

　

各
区
分
、
購
入
費
用
の
２
分
の
１
（
千
円

未
満
の
端
数
切
捨
て
）
上
限
額
２
万
円

・
助
成
対
象
補
装
具
：
ウ
イ
ッ
グ
、
装
着
用

ネ
ッ
ト
、
毛
付
き
帽
子

・
助
成
回
数
：
１
回

・
補
助
対
象
補
装
具
：
補
整
パ
ッ
ド
、
補
整

下
着
、
専
用
入
浴
着
、
人
工
乳
房

・
助
成
回
数
：
右
房
１
回
、
左
房
１
回

・
補
助
対
象
補
装
具
：
エ
ピ
テ
ー
ゼ
（
補
整

用
人
工
物
）

・
助
成
回
数
：
１
回

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

町
で
は
、
不
妊
症
や
流
産
を
繰
り
返
し
て

し
ま
う
不
育
症
等
の
治
療
費
の
一
部
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
妊
ま
た
は
不
育
症
治
療
に
要
す
る
医
療

費
の
一
部
を
助
成
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

自
己
負
担
額
の
３
分
の
２　

上
限
額
30
万
円

　

た
だ
し
、
県
の
助
成
、
医
療
保
険
の
給
付

を
除
い
た
額
に
対
し
て
。

申
請
期
限
は
、
治
療
を

行
っ
た
日
の
属
す
る
年
度

内
（
３
月
末
）

【
問
】
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　
　
　

大
町
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
２
３
）
６
５
２
９

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
歯
科
口
腔
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
受
診
券
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

令
和
７
年
12
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

《
対
象
者
》

①
昭
和
24
年
４
月
１
日
〜
昭
和
25
年
３
月
31

日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
（
令
和
６
年
度
に

75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
）

②
昭
和
20
年
４
月
１
日
〜
昭
和
24
年
３
月
31

日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
（
令
和
６
年
度
に

76
〜
79
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
）
の
う

ち
、
直
近
で
生
活
習
慣
病
に
係
る
受
診
が

あ
り
、
か
つ
、
令
和
６
年
度
に
歯
科
医
療

の
受
診
が
な
か
っ
た
方

③
昭
和
19
年
４
月
１
日
〜
昭
和
20
年
３
月
31

日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
（
令
和
６
年
度
に

80
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
）

【
問
】
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　

保
健
事
業
室

　
　
　
　

℡
０
２
６
（
２
２
９
）
５
３
２
０

が
ん
患
者
へ
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

が
ん
患
者
へ
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

助
成
金
事
業

助
成
金
事
業

北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立
圏
事
業

北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立
圏
事
業

健
康
づ
く
り
講
演
会

健
康
づ
く
り
講
演
会

頭
髪
補
装
具

頭
髪
補
装
具

乳
房
補
装
具

乳
房
補
装
具

そ
の
他
補
装
具

そ
の
他
補
装
具

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
検
診

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
検
診

不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業

不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業

広報いけだ 16



　

池
田
町
国
保
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
健
康
や
医

療
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
医
療
費
が
正
し
く
請
求
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療
費

通
知
（
令
和
６
年
11
月
か
ら
令
和
７
年
10
月

診
療
分
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
国
保
は
２

月
上
旬
・
後
期
高
齢
者
医
療
は
１
月
下
旬
に

発
送
の
予
定
で
す
。

　

医
療
費
通
知
を
確
定
申
告
で
使
わ
れ
る
場

合
は
、
11
月
・
12
月
診
療
分
の
領
収
書
を
用

意
し
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
12
月
上
旬
ま
で
に
亡
く
な
っ
た

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
通
知
が
必
要
な
場

合
は
、
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
へ
直
接
電
話
（
℡
０
２
６
（
２
２
９
）

５
３
２
０
）
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
】
住
民
課　

保
険
医
療
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

　

町
で
は
、
私
立
高
等
学
校
等
に
在
籍
す
る

生
徒
の
保
護
者
へ
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
12
月
に
申
請
書
類
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
類
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

《
対
象
者
》
令
和
７
年
10
月
１
日
現
在
、
池

田
町
に
住
所
が
あ
り
、
私
立
高
等
学
校
等
に

在
籍
す
る
生
徒
の
保
護
者

※
町
税
等
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
該
当
に
な

り
ま
せ
ん
。

《
補
助
金
額
》
生
徒
１
人
に
つ
き
２
万
円

【
問
】
学
校
保
育
課　

学
校
保
育
係　

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
１
４
３
０

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
存
在

（
所
有
）
す
る
家
屋
や
土
地
の
利
用
状
況
に

対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
７
年
中
に
、
住
宅
や
物
置
・
車
庫
な

ど
を
取
り
壊
し
た
方
や
新
築
・
増
築
さ
れ
た

方
、
家
屋
や
土
地
の
利
用
状
況
に
変
更
が

あ
っ
た
方
は
役
場
住
民
課
課
税
係
へ
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
中
に
売
買
・
相
続
・
贈

与
等
に
よ
り
、
法
務
局
に
登
記
さ
れ
て
い
な

い
家
屋
（
未
登
記
家
屋
）
の
所
有
者
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
も
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

《
届
出
期
限
》
令
和
７
年
12
月
26
日
（
金
）

【
問
】
住
民
課　

課
税
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

　

大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
「
人
権
特
設
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す
。

　

「
近
隣
、
家
庭
、
相
続
、
い
じ
め
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
差
別
」
等
の
心
配
ご
と
、
悩
み

ご
と
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

《
日
時
》
12
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

《
会
場
》
池
田
町
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

《
相
談
担
当
者
》
人
権
擁
護
委
員

【
問
】
大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
２
２
）
０
３
７
９

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷
の
年

末
年
始
の
お
風
呂
の
営
業
は
次
の
と
お
り
時

間
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

12
月
29
日
（
月
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時

　
　

30
日
（
火
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時

　
　

31
日
（
水
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時

１
月
１
日
（
木
）
休
業

　
　

２
日
（
金
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時

　
　

３
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時

　

な
お
、
い
ず
れ
も
午
後
４
時
30
分
ま
で
に

入
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】
健
康
福
祉
課　

福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

《
出
願
期
間
》

　

第
１
回　

11
月
26
日
〜
２
月
27
日
ま
で

　

第
２
回　

２
月
28
日
〜
３
月
16
日
ま
で

【
問
】
放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡
０
２
６
６
（
５
８
）
２
３
３
２

医
療
費
通
知
の
発
送

医
療
費
通
知
の
発
送

私
立
高
等
学
校
等
生
徒
奨
学
補
助
金

私
立
高
等
学
校
等
生
徒
奨
学
補
助
金

家
屋
取
壊
し
や
増
築
、

家
屋
取
壊
し
や
増
築
、

土
地
利
用
状
況
等
の
届
出

土
地
利
用
状
況
等
の
届
出

や
す
ら
ぎ
の
郷

や
す
ら
ぎ
の
郷

年
末
年
始
の
お
風
呂
営
業

年
末
年
始
の
お
風
呂
営
業

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設

「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設

放
送
大
学

放
送
大
学

２
０
２
６
年
４
月
入
学
生
募
集

２
０
２
６
年
４
月
入
学
生
募
集
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長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低
賃

金
」
が
令
和
７
年
10
月
３
日
か
ら
時
間
額

１
０
６
１
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
な
ど

に
対
す
る
賃
金
の
引
き
上
げ
環
境
整
備
、
雇

用
の
維
持
を
図
る
た
め
に
支
援
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
問
】

・
最
低
賃
金
に
つ
い
て

　

長
野
労
働
局　

労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　
　

℡
０
２
６
（
２
２
３
）
０
５
５
５

・
助
成
金
に
つ
い
て

　

長
野
労
働
局　

職
業
対
策
課

　
　
　
　

℡
０
２
６
（
２
２
６
）
０
８
６
６

　

池
田
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で

は
、
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

《
活
動
日
》

　

毎
週
木
曜
日　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

《
場
所
》

　

池
田
町
総
合
体
育
館

《
対
象
者
》

　

中
学
生
以
上

（
性
別
、
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
）

《
費
用
》

　

中
学
生
・
高
校
生　
　
　

１
回
１
０
０
円

　

大
学
生
・
一
般　
　
　
　

１
回
３
０
０
円

　

年
払
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
込
）
３
０
０
０
円

　

詳
し
く
は
、
活
動
日
に
体
育
館
へ
お
越
し

い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
】

村
田　

℡
０
９
０
（
４
０
６
１
）
６
４
９
９

宮
澤　

℡
０
９
０
（
５
３
０
６
）
９
３
５
４

《
勤
務
地
》
大
町
税
務
署

《
仕
事
の
内
容
》

①
事
務
補
助
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ
ー
タ
入

力
事
務
、
書
類
整
理
事
務

②
確
定
申
告
相
談
会
場
で
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
パ
ソ
コ
ン
入
力
補
助
、
受
付

《
雇
用
予
定
期
間
》

　

令
和
８
年
２
月
２
日
（
月
）
か
ら
令
和
８

年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
の
25
日
か
ら
39
日

程
度

※
勤
務
時
間
お
よ
び
交
通
費
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
担
当
者
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

《
賃
金
》
時
給
１
２
０
０
円

《
応
募
方
法
等
》
電
話
申
し
込
み
（
℡

（
６
２
）
０
４
１
０
）
自
動
音
声
案
内
で

「
２
」
を
選
択
（
担
当　

長
澤
）

※
申
し
込
み
時
に
面
接
日
を
決
定
し
ま
す
。

※
面
接
時
に
履
歴
書
（
市
販
の
様
式
で
可
・

直
前
３
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
（
正

面
向
き
上
半
身
）
を
貼
付
）
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

《
募
集
期
間
》

　

令
和
８
年
１
月
30
日
（
金
）
ま
で

【
問
】
大
町
税
務
署

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
０
４
１
０

　
　
　

　

結
婚
等
を
予
定
し
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
や
新

婚
世
帯
が
、
協
賛
店
舗
で
提
示
す
る
こ
と

で
、
割
引
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
「
な
が
の
結
婚
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
〝
ｅ
ｎ

ｎ　
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
（
エ
ン
パ
ス
）
〞
」
が
、
県

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

【
問
】
長
野
県　

県
民
文
化
部

　
　

こ
ど
も
若
者
局　

次
世
代
サ
ポ
ー
ト
課

　
　
　
　

℡
０
２
６
（
２
３
５
）
７
２
０
７

長
野
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

長
野
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

一
緒
に
バ
ス
ケ
や
り
ま
せ
ん
か
？

一
緒
に
バ
ス
ケ
や
り
ま
せ
ん
か
？

大
町
税
務
署　

非
常
勤
職
員
募
集

大
町
税
務
署　

非
常
勤
職
員
募
集

県
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

県
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

「
な
が
の
結
婚
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」

「
な
が
の
結
婚
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」

が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

enn pass（エンパス）
詳細

enn pass（エンパス）
利用登録申込

長野県公式 LINE
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期　　日 医療機関名 電話番号

医　
　
　

科

7日（日） 　

池田・松川 若林医院 62-2105

大町市内 平林医院 22-2525

14日（日） 　

池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 横澤内科医院 22-0371

21日（日） 　

池田・松川 近藤医院 62-9187

大町市内 市立大町総合病院 22-0415

28日（日） 　 

池田・松川 にしもりクリニック 61-1700

大町市内 菊地クリニック 21-2580

30日（火） 　

池田・松川 太田医院 62-1010

大町市内 野村クリニック 85-0085

31日（水） 　 

池田・松川 松本クリニック 61-5151

大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

■12月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

期　　日 行　事　名

24日（水）～
1月7日（水）

高瀬中　冬休み

26日（金）～
1月8日（木）

池田小　冬休み

27日（土）～
1月8日（木）

会染小　冬休み

27日（土）～
30日（火）

消防団年末特別警戒

※天候やその他の理由により中止・変更となる場合があります。

■12月の主な行事

期　　日 店　　名 電話番号

6日（土） 　 （有）設備工業 62-5129

7日（日） 　 （株）中部水工 池田営業所 62-8364

13日（土） 　 （有）サン設備工業 62-2448

14日（日） 　 （有）水錬 62-6721

20日（土） 　 信光実業（株）大町支店 090-3143-4321

21日（日） 　 日特工業（株） 22-5266

27日（土） 　 （株）ハイテム 0263-82-0271

28日（日） 　 （株）水建 0263-86-3381

29日（月） 　 （株）サンエス設備 0263-73-2008

30日（火） 　 （有）イシダ設備 0263-83-4360

31日（水） 　 （株）長澤設備工業 070-2643-3473

■12月の上水道休日緊急当番店

■12月の納税等

■人の動き

診
療
時
間

■医　科　　午前9時  ～  午後5時

■歯　科　　午前9時  ～  正午 （要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時  ～  午後5時30分

町県民税④・国保税、後期高齢⑥ 　【納期限　１月５日（月）】
※口座振替日は 12 月 25 日 ( 木 ) です。前日までに残高の確認をお願いします。

11月1日現在　（　）内は前月比
●人　口　9,041人（－5）
　　　男　4,386人（－4）　 女　4,655人（－1）
●世帯数　4,108世帯（－6）   

期　　日 医療機関名 電話番号

歯　
　
　

科

7日（日） 　 オクハラデンタルクリニック（大町市） 23-0500

14日（日） 　 小谷歯科医院（小谷村） 82-2762

21日（日） 　 大町病院口腔外科（大町市） 22-0415

28日（日） 　 小田切歯科医院（池田町） 62-3134

29日（月） 　 金子歯科医院（大町市） 23-2200

30日（火） 　 丸山歯科クリニック（松川村） 62-0648

31日（水） 　 横澤歯科医院（大町市） 22-1343

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬　
　
　

局

7日（日） 　 ナシダ薬局 62-6370

14日（日） 　
フロンティア薬局池田町店 61-4121

日本調剤北アルプス薬局 85-2333

21日（日） 　 内川薬局板取 62-9912

28日（日） 　 すみれ薬局 85-2061

30日（火） 　 白樺薬局 62-0010

31日（水） 　 なつめ薬局 85-0536
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広
報
い
け
だ

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、池田町総務課総務係　℡ 62-3131 へどうぞ。

広
報
い
け
だ

　
　
　
令
和
７
年
11
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
５
年
12
月
号
（N

o.710

）
発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

総
務
課　

総
務
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３-

６

印
刷　

有
限
会
社
北
辰
印
刷　

  

℡
０
２
６
１
（
６
２
）
３
１
３
１　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１
（
６
２
）
９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w
w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

soum
u@
tow
n.ikeda.nagano.jp

《

有

料

広

告

欄

》

　

長
野
県
の
「
森も

り林
の
里
親
促
進
事
業
」
で
契
約
を
し
て
い
る
住
友
理
工
株
式
会

社
（
愛
知
県
小
牧
市
）
と
の
交
流
が
10
月
11
・
12
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
の
里
親
促
進
事
業
と
は
、
企
業
と
地
域
が
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
Ｃ
Ｏ
２

の
吸
収
源
と
な
る
森
林
づ
く
り
な
ど
を
行
う
取
り
組
み
で
す
。

　

住
友
理
工
株
式
会
社
は
大
峰
高
原
の
森
林
約
３
１
６
ha
を
対
象
に
、
資
金
提
供

や
社
員
に
よ
る
森
林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
日
目
は
、
昨
年
か
ら
設
置
し
て
い
る
「
コ
ド
ラ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
枠
を
用

い
た
植
生
調
査
と
、
森
林
整
備
と
し
て
、
手
ノ
コ
に
よ
る
藪
払
い
と
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
使
用
し
た
倒
木
処
理
作
業
を
通
し
て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
今
溝
農
園
（
半
在
家
）
に
て
、
り
ん
ご
の
収
穫
体
験
を
行
い
、
秋

の
味
覚
を
も
ぎ
取
る
感
覚
を
楽
し
み
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】
建
設
水
道
課　

耕
地
林
務
係　

℡
（
６
２
）
３
１
３
０

森
林
の
里
親
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た

も  

り
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